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American soldier travelling Japan in the Occupation Period: 
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でも紹介されました。代表的な新聞が『Pacific 
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されています。R&R計画は1953年7月の休
戦協定後も続けられ、1958年5月には100万
人目の帰休兵が来日します。1951年の開始
以来、大体7、8年で100万人の兵士が休暇
のために日本と朝鮮を行き来したわけです。
このように兵士に休暇を与えることが、米軍
が戦争を続けるためには不可欠だったので
す。
　ちなみに、R&Rプログラムはベトナム戦
争でも実施されました。この時は、日本以外
にも香港、タイ、ハワイ、オーストラリアな
ど、アジア・太平洋地域のいろいろな観光地
に米軍保養地が作られました。
　占領期の米軍の観光は文化史的にも面白い
のですが、私たちはそれと同時に、観光と戦
争が密接に結びついていたという歴史も理解
する必要があります。
　ご清聴ありがとうございました。
付記
本報告はJSPS科研費（18K12953）の助成
を受けたものです。
　娯楽と戦争とのつながりについても最後に
見ておきましょう。1950年6月に朝鮮戦争
が始まると、アメリカから軍隊が到着するま
での間、日本に駐留していた占領部隊が朝鮮
半島に派兵されることになります。その時に
も娯楽はとても重要でした。
　1950年12月、朝鮮戦争勃発から半年たっ
た頃に「R&R」というプログラムが始まり
ます（スライド22）。「Rest & Recuperation」、
日本語に直せば「休養と回復」です。これは
朝鮮半島で戦い、怪我をしたり、精神的に疲
弊した兵士たちに、日本で一週間程の休暇を
与えて休養させ、ふたたび戦場に向かわせる
という計画です。当初は陸軍兵士を対象に始
まった計画ですが、後に空軍にも拡大し、米
軍以外の国連軍兵士も対象になりました。朝
鮮には遊ぶ場所がないため、一番近場で遊べ
る日本が選ばれました。林氏の自伝にも、「朝
鮮戦争の推移により米兵の出入りも激しく
なった。R&Rと言って戦場から交代で休暇
が与えられ、2、3日滞在して、再び戦場へ
と戻っていった。特に米軍艦艇の横浜入港に
より、休暇の水兵が一度に60人も蒲郡駅の
プラットフォームに降りたときは壮快だっ
た。……その頃は米兵に混じってカナダ、オー
ストラリア、フランス兵達も見られた」と記
スライド22
